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【調査研究資料】教科名（ 理科 ） Ｎｏ.１ 

 

発行 
者名 

教科 
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Ａ 内容の選択・程度・その他 Ｂ 構成・配列 Ｃ 学習指導への配慮 総合所見 
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書

籍 

 

 

 

新

し

い 

理

科 

○ 学習指導要領に示されて

いる目標・内容に照らし、

適切なものが選択されてい

る。 

○ 児童の発達段階に適応し

ている。 

○ 製本サイズはＡ４判であ

り、写真やイラストが大き

く迫力がある。 

△ ４人の教科書とノートを

広げるスペースを机上に確

保するのが難しい。 

 

○ 巻頭に学び方が示され、各単元も

その過程に沿った構成である。 

○ 巻末の資料で、理科に算数科の学

習が活用できることを指導できる。

また、理科の学習の基本・道具の使

い方・話合いの仕方など、学習に役

立つものがある。 

○ 「思い出そう」で前学年の既習内

容を振り返り、確認ができる。 

○ 導入で問題を提示し、課題解決へ

の興味を深めている。 

△ 取り上げた話題が日常生活から

かけ離れていて興味がわきにくい。 

○ 単元末で、振り返りのノート例が

示されている。重要語句を振り返え

ることができる。 

△ 一段組みのためイラストと写真

の配置が固定され、見づらい。 

△ 学年・学期によっては、一分野、

二分野の偏りがある（例：５年１学

期は二分野のみ）。 

○ ＱＲコードから「話し合いの例」

を閲覧でき、話し合い活動がスムー

ズに行える。 

○ ＱＲコードを読み取ることで、疑

似体験ができるコンテンツが単元

ごとにある。実験方法を確かめ、動

画を閲覧できる。数値を入力するこ

とで、グラフの作成もできる。 

○ 「理科のひろば」と「つなげる学

び」では、学習と生活との関連を捉

えて、学ぶ意欲を高めている。 

○ 観察・実験が２ページに区切って

配置され、２ページ目に結果・まと

めがあり、児童が実験や観察の一連

の過程を振り返るときにはよい。 

○ 観察・実験が豊富に用意され、発

展的・選択的内容も用意されてい

る。 

○ プログラミング学習に関する内

容が設けられている。 

○ 結果をカメラで撮ることへの配

慮がある。 

○ 最近、発生した自然現象の写真も

掲載することで、児童の興味や関心

を高める工夫をしている。 

△ 図のモデルが簡略化されすぎて

おり、発達段階に合っていない。 

△ 結果の数値を表に記入するよう

にしているが、一貫性に欠ける。 

△ 学習ごとの「まとめ」が、囲み枠

や色付け等で強調されておらず、ど

こが「まとめ」かが一目で分かりづ

らい。 

△ 文字のサイズが大きくなってい

るにもかかわらず、文章・写真・イ

ラスト等の配置が悪いため、見づら

く読みづらい。 

学習指導要領に示されて

いる内容に照らし、適切なも

のが選択されており、児童の

発達段階に適応している。 

理科の見方・考え方、問題

解決の過程が明確に表記さ

れており、順序立てて学習す

ることができる。問題解決の

力を養えるように配慮され

ている。 

プログラミングを体験で

きるサイトが用意されてい

る。 

単元ごとにノートの参考

例が多く示されている。 

発展的な内容や他教科と

のつながりになる点が少な

く、学びが広がりにくい。 

文章の部分が多く、ページ

のレイアウトが悪いため、視

覚的に理解するのが難しい

紙面が多い。児童が教科書を

見て家庭学習をする際には、

復習しづらい。 
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し
い
理
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○ 学習指導要領に示されて
いる目標・内容に照らし、
適切なものが選択されてい
る。 

○ 問題解決的な学習・主体
的な学びなど、多様な使い
方に対応している。 

○ 児童の発達の段階に適応
している。 

○ 製本サイズはＡ４判であ
る。 

△ ４人の教科書とノートを
広げるスペースを机上に確
保するのが難しい。 

 
 

○ 巻頭に学び方が示され、各単元も
その過程に沿った構成である。 

○ 巻末の資料で、理科に算数科の学
習が活用できることを指導できる。
また、理科の学習の基本・道具の使
い方・話合いの仕方など、学習に役
立つものがある。 

○ まとめのページでは１年間の内
容、学年間の連携、中学校との接続
などが提示している。 

○ 導入に見開きで写真を用いてお
り、児童の興味を引き、主体的な課
題解決へと導いている。 

○ 単元末では、知識･技能の問題が
掲載されており、基礎・基本の定着
を図ることができる。 

○ 単元末の発展的内容や他教科と
のつながりの例が豊富で、学習に広
がりができる。 

△ 学年・学期によっては、一分野、
二分野の偏りがある（例：５年１学
期は二分野のみ）。 

△ 単元によって、学習内容の量に差
が見られる。 

△ ４年生「電池のはたらき」の単元
では、児童が間違えやすいショート
回路、電流が流れない例の説明が不
十分である。夏の星・冬の星の記述
が少ない。 

○ ＱＲコードを読み取ることによ
り、端末機器等で閲覧することがで
きるオリジナル動画コンテンツや
資料をページごとに用意している。 

 

○ 予想､計画､考察の問題解決の過
程で自分の考えをもつことができ
る。 

○ 読み物から、科学の歴史や生活と
の関連を学ぶことができ、理科に関
心が持てる。発展的な内容も多い。 

△ 問題解決の過程において、３・４
年生は、「考えよう」「わかったこと」
と表記されているが、５・６年は「考
察」「結論」と表記され、学年間で
の表記にやや統一性に欠ける。 

〇 実験方法の説明が１ページ内、も
しくは見開き２ページに収まって
おり、実験方法を把握しやすい。ま
た、結果は実験ページの裏ページに
配置されており、実験前に結果が分
からないように配慮されている。 

○ プログラミング学習に関する内
容が設けられている。 

○ イラストや写真では、国籍や性、
服の色等に注意し、人権に配慮して
いる。 

△ 写真が少なく、サイズも小さいも
のが多い。Ａ４判を生かし切れてい
ない。 

○ イラストや写真に SDGs や多様性
への配慮が見られる。 

○ 結果を書く表のフォーマットが
示されており、児童が写して記入し
やすい。 

 

学習指導要領に示されて
いる内容に照らし、適切なも
のが選択されており、児童の
発達段階に適応している。 
学習の流れが明確で、順序

だてて学習することができ
る。 
児童の話合い形式で計画

や考察が展開されており、対
話的な学習を意識した構成
となっている。 
主体的な学びや対話的な

学びなど、多様な方法を用い
た問題解決に広く活用でき
る。 
発展的な内容が多面的に

示され、学習に広がりをもた
せやすい。 
ページ構成がよく、児童の

思考の流れを意識した配置
になっている。 
教科書の構成と実際の授

業の流れとを合わせやすい。 
実験等の動画コンテンツ

が豊富で、家庭での学習等に
も活用できる。 
学年によっては、一分野、

二分野の指導時期に偏りや
内容の量に差が見られ、児童
の興味・関心が継続しにく
い。 
 
以上のことから、採択する

のに適している教科書であ
ると考える。 
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○ 学習指導要領に示されて
いる目標・内容に照らし、
適切なものが選択されてい
る。 

○ 日常生活や経験と関連し
た事象を紹介しており、導
入段階で実感を伴った自由
試行ができ、児童の意欲が
高まる内容となっている。 

○ 児童の発達の段階に適応
している。 

○ 製本サイズはＡＢ判であ
る。 

 
 

○ 巻頭に学び方が示され、各単元も
その過程に沿った構成である。 

○ 巻末の資料で、理科の学習の基
本・道具の使い方・話合いの仕方な
ど、学習に役立つものがある。 

○ 導入には、児童が活動している写
真を扱い、児童が興味を引く写真を
掲載して、関心が高まるようにして
いる。 

○ 単元末に学習内容を確認する問
題が設定され、教科書に直接記入さ
せることで知識を想起させている。 

〇 一分野、二分野の内容が、各学期
バランスよく配列されている。 
５年「雲と天気の変化」では、夏

と冬に分けて学習があり、同一の内
容でも季節ごとに特徴がある場合
は、時期を合わせるなど、季節性に
配慮した配列になっている。 
宇宙に関する内容も豊富で、夏と

冬の星座や星、月を紹介するページ
が充実している。 

○ ＱＲコードを読み取ることによ
り、実験動画を視聴することができ
る。動画コンテンツが数多く準備さ
れ、児童が観察・実験の技能を身に
付ける上で役立つ。 

○ NHK for school や気象庁などの
外部サイトに接続することもでき
る。多彩なコンテンツが用意されて
いる。 

○ 読み物から、科学の歴史や生活と
の関連を学ぶことができ、理科に関
心がもてる。発展的な内容も多い。 

○ 予想、観察、実験において、子ど
もがつまずきやすい例を網羅して
取り上げ、多くの紙面を割いて、丁
寧に説明されている。 

○ 「電気」の学習において、LEDを
点滅させるプログラム作成を通し
て、「プログラミング的思考」を育
成する事例が示されている。 

○ プログラミング的な思考として、
分野に関係なく各単元でフローチ
ャートを活用している。 

○ 観察・実験が豊富に用意され、発
展的・選択的内容も用意されてい
る。 

○ 観察カードやノートの記録例が
随所にあり、児童が参考にして活用
しやすく、結果も写真で示されてお
り、分かりやすい。 

○ 愛媛県に関する資料が、数多く取
り上げられており、地域性に配慮さ
れている。 
３年：かげと太陽（宇和島市）、４
年：季節と生き物（松山市）、５年：
台風の接近（松山市）、雲と天気の
変化（今治市）、６年：てこのしくみ
とはたらき（松山市）、大地のつく
りと変化（松山市・東温市）、電気と
私たちの生活（松山市）６年：段々
畑で育つｼﾞｬｶﾞｲﾓ（愛媛県宇和島市） 

○ 児童のイラストに吹き出しをつ
けることで、児童間の話合いの様子
が分かり、考察場面の吹き出しでも
途中を「…」でぼかすなどして、児
童自身が考えてまとめることを重
視している。 

学習指導要領に示されて
いる内容に照らし、適切なも
のが選択されており、児童の
発達段階に適応している。 
学習の流れが明確で、順序

だてて学習することができ
る。 
話合い形式で計画や考察

が展開されており、対話的な
学習を意識した構成となっ
ている。 
問題解決学習の思考の流

れがとても分かりやすく、理
科の見方・考え方を働かせて
主体的・対話的に問題解決を
していく中で、資質・能力を
育成することができる。 
予想やまとめの段階で児

童の思考の流れに即した問
いかけがあるため、児童自身
で予想を振り返りまとめる
のに役立つ。 
県内の資料を数多く使用

しており、児童が興味をもっ
て主体的に学習に取り組み
やすい。 
各学期に一分野、二分野の

内容が質・量ともにバランス
よく配列されており、偏りな
く学習することができる。 
 
以上のことから、採択する

のに最も適している教科書
であると考える。 
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○ 学習指導要領に示されて
いる目標・内容に照らし、
適切なものが選択されてい
る。 

○ 児童の発達段階に適応し
ている。 

○ 製本サイズはＡ４変形判
である。 

 
 

○ 巻頭に学び方が示され、各単元も
その過程に沿った構成である。 

○ 巻末の資料で、理科に算数科の学
習が活用できることを指導できる。
また、理科の学習の基本・道具の使
い方・話合いの仕方など、学習に役
立つものがある。 

○ まとめのページで１年間の内容、
学年間の連携、中学校との接続と関
連を提示している。 

○ 単元のはじめに「学習のつなが
り」があり、既習内容を生かせる。 

○ 単元末では、知識･技能の問題が
掲載されており、基礎・基本の定着
を図ることができる。特に問題が良
問で思考力を高めることができる。 

○ 実験のやり方、注意が手順に従っ
て示されている。 

△ ４年「体のつくりと運動」が１学
期に配置され、時間が掛かると思わ
れる一分野の学習内容が、後半に詰
まっており、指導にゆとりがなくな
る。 

△ ５年「台風の接近」の内容の配列
がやや後ろにあり、台風による被害
の指導に生かせない。 

○ ６年「人や他の動物の体」では、
人の体の中の図が大きく、実際の大
きさがつかめる。 

△ ＱＲコードの割り当てが少ない
ため、実験動画等の資料が乏しい。
参照できるコンテンツが十分でな
い。 

○ プログラミングを体験するため
のコンテンツとして「Scratch」を
紹介している。 

○ ３年生時から「まとめ」ではなく、
「結論」という用語を用いている。 

○ 「科学のまど」に生活との関連が
記載されており、科学の面白さを体
感できる。 

△ 単元によって内容差が大きい。発
展的な内容もあれば、簡単に載せて
いるだけのものもある。 

△ 単元内容と関係のある資料とコ
ラムの内容が同列で扱われており、
分かりづらい。 

○ 観察・実験が豊富に用意され、発
展的・選択的内容も用意されてい
る。 

○ プログラミング学習に対応して
いる。 

○ 写真が大きく表示され迫力があ
り、児童の興味・関心が引けるよう
になっている。 

○ 児童のイラストに吹き出しをつ
けることで、話合いの様子が分か
る。「考え方のかぎ」として教師の
吹き出しで考察の仕方の説明をし
ている。 

△ 児童のイラストの吹き出し中に
考察がすでに書かれており、児童の
考える余地がない。 

△ 文字が大きく見やすいが、フォン
トに差があり、重要語句が拾いにく
い。 

学習指導要領に示されて
いる内容に照らし、適切なも
のが選択されており、児童の
発達段階に適応している。 
学習の流れが明確で、順序

立てて学習することができ
る。 
児童の話合い形式で計画

や考察が展開されており、対
話的な学習を意識した構成
となっている。 
単元の配列が独特で、１年

間を見通した単元構成にな
っていない。季節に合った構
成ではない。 
参考書的な要素が強く、児

童が思考力を身に付けるた
めの配慮に欠けている面が
見られる。単元によって、学
習内容の質に差が見られる 
オンライン上での実験・観

察に関する動画資料が少な
く、児童が家庭で復習する際
などには、情報不足となり、
十分に復習できにくい。 
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○ 学習指導要領に示されて

いる目標・内容に照らし、

適切なものが選択されてい

る。 

○ 協働的な学びに重点を置

いている。 

○ 児童の発達段階に適応し

ている。 

○ 製本サイズはＡＢ判であ

る。 

 

 

○ 巻頭に学び方が示され、各単元も

その過程に沿った構成である。 

○ 巻末の資料で、理科に算数科の学

習が活用できることを指導できる。

また、理科の学習の基本・道具の使

い方・話合いの仕方など、学習に役

立つものがある。 

○ 導入には、児童が活動している写

真を掲載し、児童の興味・関心が高

まるようにしている。 

○ 単元末では、知識･技能の問題が

掲載されており、基礎・基本の定着

を図ることができる。 

○ 「学びのライン」に沿って見通し

をもった実験・観察ができ、文量は

適切で、すっきりとしていて読みや

すい。まとめも要領を得ている。 

△ 学年・学期によっては、一分野、

二分野の偏りがある（例：５年１・

２学期は二分野のみで、一分野が３

学期に集中している）。 

○ ＱＲコードを読み取ると、実験・

観察器具の扱い方についての動画

を視聴することができる。 

△ ＱＲコードから得られる情報の

うち、実験動画等の資料が少ない。 

 

○ 被災した児童への配慮事項が書

かれてある。 

△ 読み物では、実生活からかけ離れ

た内容があり、興味がわかない。内

容差が大きく、内容が浅い。 

△ 実験上の注意点の内容が浅くて

少ない。マークによる強調も分かり

にくい。 

○ 実験方法から結果まで、必ず２ペ

ージに配置されており、児童が結果

を事前に見ることができないよう

に配慮されている。 

○ SDGs や STEAM 等、発展的内容や

他教科とのつながりも示され、より

深い学びへとつながっている。 

○ 観察・実験が豊富に用意されてい

る。 

○ プログラミング学習に対応して

いる。 

○ ノートの事例を数多く掲載して

おり、児童がノートをまとめる時の

参考になる。 

△ 結果をまとめる表、グラフ化のフ

ォーマットがよくない。写しづら

く、児童が考える余地がない。 

△ 児童のイラストに吹き出しをつ

けることで、児童間で話合いの様子

が分かるが、考察がすでに書かれて

おり、児童が考える余地がない。 

 

学習指導要領に示されて

いる内容に照らし、適切なも

のが選択されており、児童の

発達段階に適応している。 

学習の流れが明確で、順序

立てて学習することができ

る。 

協働的・対話的な学習を意

識した構成となっている。 

「ふり返ろう」「たしかめ

よう」「活用しよう」「もう一

度考えよう」のコーナーを設

け、説明を求める問題が多く

用意されており、思考力・表

現力を高めることができる。 

学年によっては、単元構成

に偏りがある。児童が結果や

考察をする際に、児童自身が

思考できる余地が少ない。 

実験や観察する上での注

意点の内容が弱く、理科専科

以外の学級担任が実験・観察

する点において配慮に欠け

ている面が見られる。 

実験・観察に関する動画資

料が少なく、児童が家庭で復

習する際などには、情報不足

となり、十分に復習できにく

い。 

 


